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位非交差｣を特徴づける量として固有値 E.･(A)の二階微分である曲率 Ki(A)を導入 し､その分




















固有値 (以下 ｢準固有値｣と呼ぶ)の統計を扱 う｡ これらの系のバラメタ-変化に対する固有値
および準固有イ直の様子を図1に示す｡図1(a･)はstadiumbiliard､(b)がOEタイプの対称性の
kickedrotator､(C)はUEタイプのkickedrota.torである. 固有値および準固有値の二階微分の





































に基礎 をおいている.(2)は NxN エルミー ト行列の各サ ンプル H(実対称:Z,-1,複素エル
ミー ト:I/= 2,実quatemion:〟-4)を対角表示する時の固有値 a:1,… ,XNの分布 を表す.バ
ラメタ-運動は各固有値 xれが一つのバラメタ 人の滑らか (二階可微分)な関数であることを意
味 しているoI-IIo十人Vの対角化から得 られるものとして ixn(A))を含む変数の組に対する










とい うことは単なる推測にとどまっている｡ 以下､文献 7で我々が行なったことを要約する｡
ポアソン括弧関係の厳密な導出
Yukawall･13ぉよびNakamuraら､14Haakeら12によってハ ミル トン力学化 されたレベル･ダ
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